
 
 

令和５年度 浜竹保育園事業計画 
 
１．概 要 
①運営方針   

  ●大田区の待機児問題も解消したようで令和 5 年度の認可保育施設の多くは各年齢欠員となってい

る状況です。幸い浜竹保育園は定員一杯となりそうです。今後はますます厳しくなると考えます。

保育の質向上とホームページの改定や子育て支援事業等を通して地域への広報活動を積極的、効

果的に行っていきます。 
●コロナ感染症の制限も徐々に解除されてきました。保育計画も工夫しながら、この間ストップし

ていた外部との交流活動や子育て支援も改めて計画的に取り組くみ、地域に根差した保育園を目

指します。日常の生活の仕方や保育環境も変わりました。令和 5 年度においても今後の感染状況

により柔軟に対応できるよう保育の計画を工夫していく必要があります。 
●子どもの人権について広く社会の中で取り上げられています。保育園職員として当然遵守すべき

人権であり、これまで以上に職員はもちろん子ども達にも「人権の大切さ」を一緒に考え伝えて

いきます。また人権だけでなく地球資源を大切にする SDGｓについても保育計画に取り込んでい

きます。 
●近年、運営管理や保育事務等の ICT 化が私立保育園等ですすんでいます。当園においても大田区

の動向を注視しながら進めていく計画でしたが、職員間の意見調整が進まず遅れています。改め

て 4 月より段階的に導入します。 
 ●ここ 2・3 年産休から育児休業取得者が続いています。令和 5 年度は 4 名が産休・育児休業に入り

3 人が戻ってきます。子育て中の保育士が多くなりシフト体制が厳しくなりますが、全体の経験年

数が高くなっています。チーム連携と事務の進め方などの効率化を図ります。 
●ワークバランスの向上を目指し子育ての職員が活躍できる職場づくりを目指します。そのために

公休増と有休取得の充実について職員間で十分話し合い協力できる組織作りと保育の質向上を図

ります。 
●令和 4 年度 12 月に厚生労働省保育課などから「児童福祉施設に等における業務継続計画等につい

て」が発出されたのを受けこれまでも BCP及び安全計画を作成していましたが、大規模災害・新

型感染等、課題が重なるこれからに備え外部研修や園内勉強会をし、見直していきます。 
②定 員   １４０名（大田区との協定によります。） 
       （３０年度より前期・後期に分け各１名予約制導入） 
③事業日数 ３１２日（１２月２９日～１月３日までは大田区の規定により休園します。） 
④開園時間 月曜日～土曜日    ７時１５分から２０時１５分 

       休  日      （令和５年度は、１月・２月・３月のみ実施予定） 
           ８時３０分から１７時３０分 

 ⑤保育時間 （月曜日～土曜日） 
早朝保育       ７時１５分から  ８時３０分 

        通常保育       ８時３０分から１８時１５分 
        延長保育       １８時１５分から２０時１５分 
 ⑥職員数  園長１名、 主任１名、副主任１名（要支援児個別対応兼務） 

保育士 ２２名  延長保育専任（正規）1 名 



 
 

       看護師１名、 栄養士・調理員 ５名 
非常勤保育士２名：延長専任１名  派遣保育士 2 名 
パート（早朝または夕方保育補助員）２名、 
嘱託医（大田区の指定による） 内科医 1 名、歯科医 1 名 
 

２．保育運営 
  ①保育理念 
   ●子どもは子ども同士認め合い、助け合い、学び合う子ども社会の中で、成長することが望まし

いと考えます。 
   ●私たちは、子どもの個性・人格を尊重し、自立を促し、日々の生活の中で家族とともにその成

長・発達の援助を行います。 
②保育方針 

   ●十分に養護の行き届いた環境の下、子ども達が主体的に生き生きと生活・活動できる環境を整

え自己を十分発揮し人として『生きる力』をはぐくむ。 
   ●愛着関係を確立させ、子どもとの継続的な信頼関係を築く。 
   ●保育所職員の専門性を活用し、在園児及び地域の子育て支援を行う。 
  ③保育目標 
    「共に遊び  共に育ち合い  学びに向かう子」 
   １．友達と一緒に遊び、楽しみながら様々な体験を重ねる中で、考えたり工夫したり、協力した

りしながら主体的に行動する力を身につける子ども 
   ２．互いの思いや考えを共有したり、自分と異なる考えに気付いたりしながら学びに向き合い、

互いに育ち合える子 
  ④クラス編成及び職員配置 
   0歳児 かめ組    １７名  保育士７名 
   1歳児 かに組    ２１名  保育士４名（他、派遣保育士 1 名）  

 2歳児 ぺんぎん組  ２４名  保育士４名（他、派遣保育士 1 名） 
   3歳児 いるか組   ２６名  保育士３名（要支援児対応 1 名含） 
   4歳児 とびうお組  ２６名  保育士 2 名（非常勤保育士 1 名） 
   5歳児 くじら組   ２６名  保育士２名 
       （園児定員 １４０名） （保育士 ２２名） 
   主任保育士          １名 
   副主任保育士         １名（乳児フリー兼務） 
   非常勤保育士         ３名（非常勤保育士・派遣保育士 有資格） 
   早朝保育補助         ２名（パートタイマー ） 
   延長保育補助         １名（パートタイマー ） 
 
 ⑤保育内容 
   ●これまでコロナ禍で行事など制限も多くありましたが、異年齢交流や外部交流などを再開しま

す。職員や園児にとっても経験が少なくなっている活動となるため、感染対策はもとより交流

内容の検討や展開など職員間で綿密な計画を立て実施します。また活動ごとの振り返りを丁寧



 
 

に行い次に繋げます。    
   ●コロナ禍になってから感染症予防及び健康増進のための看護師による健康教育が定着してきま

した。年齢に合わせ継続します。小道具の制作や仕掛けなど遊び感覚で楽しみながら健康や自

分の体に対する興味関心が持てるよう工夫します。 
●園庭工事のため新たに草花や野菜等の栽培を幼児クラスの子ども達と考え花摘みや虫探し等も

出来るよう土を購入し一緒に土壌作りから楽しみながら花壇作りをします。 
●体幹の弱い児が多くなっています。日々の運動遊びを見直し子ども達の成長と照らし合わせ計

画の修正をしながら体力増強と運動機能向上を図ります。また、歩行力も弱くなっていますの

で近隣散歩やかけっこ等これまで以上に取り組んでいきます。 
●新学期スタートしてからクラスが落ち着いた時期の連休明け頃より異年齢交流も再開します。 
 幼児クラスで年間計画を立案しひとり一人の子ども達の情報を共有しながら進めます。 
●近年世界的な課題になっている「SDGｓ」、地球資源や人権問題などについて子ども達と一緒に

考え、年齢に合わせ保育の年間指導計画に具体的な活動を入れていきます。また、保育を通し

て子ども達から保護者にも関心を持ってもらえるよう啓発活動をします。 
  ⑥家庭との連携     
   ●登降園や出欠席管理ついて打刻システムを導入しますが、日々事務所と各パートで連絡連携を

密に行い漏れのないように徹底します。連絡のない保護者には必ず連絡を入れ状況把握に努め

ます。特に体調等については保護者とのコミニュニケーケーションを今まで以上に意識し情報

共有します。 
   ●お便り「園だより・年間行事計画、区からの献立表、保健だより」はメール配信に切り替えま

すが、漏れのないよう掲示も行います。「クラスだより・写真」は従来通り紙で配布します。 
 登降園打刻については、前期保護者会にて説明をしてから導入します。 
●この３年間コロナ禍のため保護者会において保護者間の情報共有する時間が持てませんでした 
 が、保護者の要望も多く寄せられていますので再開し、子育てについて共感共有する場を設定

します。またこの間続けてきました紙面での情報交換も継続します。 
●登降園の送迎に父親の参加家庭が多くなっています。コロナ禍で発表会参加者を各家庭 1 名と

しましたが今後は 2 名にします。また、運動会や保護者会など父親の参加出来る機会を増やし

ます。 
  ⑦人材育成 

●大田区保育サービス課主催の研修以外の外部研修の情報も多くなっています。保育の質向上に

つながる研修には積極的に参加を勧めます。また引き続きオンラインでの研修や会議を積極的

に取り込み、個々の職員の学ぶ機会を計画的に増やします。 
   ●支援の必要な家庭や保護者などの対応は、引き続き園内勉強会において事例検討や外部講師の

助言を受けながら各御家庭の事情に沿った支援が出来るよう学び合います。 
   ●新規採用者及び在職の職員全員で「保育所における不適切な対応」について新年度に再度ニュ

ース事例について園内勉強会を主任・副主任をリーダーとしてワークや日々の保育を振り返り

対応策を考えるなどの機会を設けます。そして、日々の対応力を高め信頼構築に繋げます。他、 
●「ＳＤＧｓ」について全職員で勉強しながら具体的な保育計画を作成する。 

   ●試行として、職員個々の業務態度や意欲また協調性やリーダーシップ等について、前期後期で

客観的な評価表に基づいて賞与に反映させます。 



 
 

    職員の経験や勤続年数が長くなっています。それぞれの役割についてリーダーを中心に見直し

ます。園運営についても具体的に伝えていきます。 
  ⑧地域の実態に対応した事業 
   地域子育て支援事業 
   ●大田区認可保育園の欠員状況が増加傾向にあります。地域支援や交流、施設見学などプロジェ

クトを組み、当園を知ってもらうための活動を計画実施、積極的に取り組みます。中止期間が

長かったため、地域への広報活動を進める必要があります。 
ホームページの更新発信やポスターの掲示より工夫し作成します。また、子育て支援事業「は

まっこクラブ」を再開します。（ベビーマーサージと健康相談・離乳食講習会も再開します） 
   ●令和 4 年度に再開しました「子ども地域会議」において５年度は具体的連携の在り方を検討し

ます。地域の災害訓練や避難訓練に参加しつながりを深めていきます。他園の「煙体験・起震

車体験」にも参加させて頂きます。 
●近隣の老人施設との交流もコロナ禍の中で出来ることを提案し年長中心に交流を進めます。 

   幼保小中との連携事業 
  ●令和 4 年度の年度末より近隣小学校との交流を再開しました。5 年度は小学校や近隣保育園との

交流も計画的に進めていきます。特に起震車体験や煙体験を近隣園にお願いし体験したいと考

えています。また、地域の中学校３校の体験学習やボランティアも積極的に受け入れます。 
⑨苦情処理 

   ●入園説明会において苦情解決「第三者委員」制度について丁寧に説明し周知します。 
   ●保護者からいただいた意見や要望は、職員に周知すると共に解決に向けリーダー会または、全

職員で速やかに検討・改善し、必要に応じて全保護者に向けての回答掲示や文書にて報告しま

す。また、個別対応につきましても園長・主任が速やかに対応します。  
   ⑩リスクマネジメント  
   ●応急保育施設受け入れについて訓練経験者を中心に設定しイメージの共有を図ります。他、災

害時事業継続（PCB）や安全保育計画についてもプロジェクトを組んでマニュアル点検と見直

しをします。 
   ●救急救命や応急手当について定期的に看護師による講習を継続的に実施すると共に応急手当に

ついても講習会を実施し全員が基礎的な知識・技術を身につけ、いざという時に対応できるよ

うにします。 
   ●年度替わりで職員体制も変わる 4 月には、散歩先での置き去りや出欠席児童の把握また、保育

室の死角など日々の危機管理について伝達方法や確認の仕方を周知徹底します。 
●コロナウイルス感染症対応について行政の方針を職員間で共通理解し保育を進めていきます。、

他、感染症や応急手当等の健康教育は看護師中心に勉強会を実施します。 
●新入園児にパン（小麦粉）アレルギーがいます。給食提供の仕方について全員で、またパート

で確認作業を重ね、日々の確認の徹底と安全・安心な給食提供をします。 
●改築から 17 年が経過し廊下床板や壁、手すり、インターホーンとすべてにおいて傷みや不具合

が多くなっています。日々の細やかな点検と早い補修に努め怪我や事故につながらないよう管

理します。 
 


